
ストレージ関連ポリシーの設定
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vHBA テンプレートの設定

vHBA テンプレート
このテンプレートは、サーバ上のvHBAによるSANへの接続方法を定義するポリシーです。これ
は、vHBA SAN接続テンプレートとも呼ばれます。

このポリシーを有効にするには、このポリシーをサービスプロファイルに含める必要がありま

す。

vHBA テンプレートの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。ルート組

織モードを開始するには、org-nameに /を入力しま
す。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

vHBAテンプレートを作成し、組織 vHBAテンプ
レートモードを開始します。

UCS-A /org # create
vhba-templ vhba-templ-name
[fabric {a | b}] [fc-if
vsan-name]

ステップ 2   

（任意）

vHBAテンプレートの説明を指定します。
UCS-A /org/vhba-templ # set
descr description

ステップ 3   

（任意）

vHBAに使用するファブリックを指定します。ス
テップ 2で vHBAテンプレートを作成したときに

UCS-A /org/vhba-templ # set
fabric {a | b}

ステップ 4   

ファイブリックを指定しなかった場合、このコマン

ドでファブリックを指定するオプションを使用でき

ます。

（任意）

vHBAテンプレートに使用する（VSANという名前
の）ファイバチャネルインターフェイスを指定し

UCS-A /org/vhba-templ # set
fc-if vsan-name

ステップ 5   

ます。ステップ 2で vHBAテンプレートを作成した
ときにファイバチャネルインターフェイスを指定

しなかった場合、このコマンドでファイバチャネ

ルインターフェイスを指定するオプションを使用

できます。

vHBAがサポートするファイバチャネルフレーム
ペイロードの最大サイズ（バイト数）を指定しま

す。

UCS-A /org/vhba-templ # set
max-field-size size-num

ステップ 6   

vHBAテンプレートに対し使用するピングループを
指定します。

UCS-A /org/vhba-templ # set
pin-group group-name

ステップ 7   

vHBAテンプレートに対し使用するQoSポリシーを
指定します。

UCS-A /org/vhba-templ # set
qos-policy mac-pool-name

ステップ 8   

vHBAテンプレートに対し使用するサーバおよび
サーバコンポーネント統計情報しきい値ポリシー

を指定します。

UCS-A /org/vhba-templ # set
stats-policy policy-name

ステップ 9   

vHBAテンプレートのアップデートタイプを指定し
ます。テンプレートのアップデート時にこのテンプ

UCS-A /org/vhba-templ # set
type {initial-template |
updating-template}

ステップ 10   

レートから作成されたvHBAインスタンスが自動的
にアップデートされないようにする場合は、

initial-templateキーワードを使用します。それ以外
の場合は、vHBAテンプレートのアップデート時に
すべてのvHBAインスタンスがアップデートされる
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目的コマンドまたはアクション

ようにするために updating-templateキーワードを
使用します。

vHBAテンプレートに対し使用するWWPNプール
を指定します。

UCS-A /org/vhba-templ # set
wwpn-pool pool-name

ステップ 11   

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org/vhba-templ #
commit-buffer

ステップ 12   

次に、vHBAテンプレートを設定し、トランザクションをコミットする例を示します。
UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # create vhba template VhbaTempFoo
UCS-A /org/vhba-templ* # set descr "This is a vHBA template example."
UCS-A /org/vhba-templ* # set fabric a
UCS-A /org/vhba-templ* # set fc-if accounting
UCS-A /org/vhba-templ* # set max-field-size 2112
UCS-A /org/vhba-templ* # set pin-group FcPinGroup12
UCS-A /org/vhba-templ* # set qos-policy policy34foo
UCS-A /org/vhba-templ* # set stats-policy ServStatsPolicy
UCS-A /org/vhba-templ* # set type updating-template
UCS-A /org/vhba-templ* # set wwpn-pool SanPool7
UCS-A /org/vhba-templ* # commit-buffer
UCS-A /org/vhba-templ #

冗長性テンプレートのペア

vNICと vHBAテンプレートのペアを作成すると、特定のサーバに属する vNICまたは vHBAを分
類できます。たとえば、vNICや vHBAのテンプレートを作成し、プライマリテンプレートとし
て指定した上で、また vNICや vHBAの別のテンプレートを作成し、セカンダリテンプレートと
して指定できます。2つのテンプレートをリンクし、プライマリテンプレートで定義する属性を
共有するペアを作成できます。セカンダリテンプレートは、プライマリテンプレートから属性を

継承し、プライマリテンプレートへ加えられるすべての変更はテンプレートペアのセカンダリ

テンプレートに伝達され、反映されます。また、ペアの各テンプレート固有の（共有されていな

い）構成すべてを変更できます。

ペアを作成するときは、テンプレート（たとえばプライマリテンプレート）をファブリック A
に、他のテンプレート（たとえばセカンダリテンプレート）をファブリックBに割り当てること
ができます。この機能により、1つ以上のテンプレートを使用して vNICまたは vHBAペアを個別
に設定する必要がなくなります。

テンプレートのペアを使用して作成できる vNICと vHBAのペアの数はアダプタの機能のみによ
り制限されます。

1回限りのプロビジョニングには、[Initial Template]タイプを使用してください。

プライマリテンプレートが共有される構成の冗長ペアを変更できるよう [Updating Template]タイ
プを使用します。次に示す共有構成を参照してください。
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vHBA テンプレートペアの作成

手順

目的コマンドまたはアクション

プライマリ vHBAテンプレートを作成します。UCS-A/ org # create
vhba-templ vhba-primary .

ステップ 1   

テンプレートタイプを更新中に設定します。これは、

共有される構成のプライマリvNICテンプレートで設
UCS-A/ # org vhba-templ set
type updating-template

ステップ 2   

定をピア vHBAテンプレートに行います。次に示す
共有構成を参照してください。

プライマリ vHBAテンプレートのファブリックを指
定します。プライマリ vHBAテンプレートにファブ

UCS-A/ # org vhba-templ [set
fabric {a | b}] .

ステップ 3   

リックAを指定すると、セカンダリvHBAテンプレー
トはファブリック Bである必要があり、その逆の組
み合わせも同様です。

冗長テンプレートタイプをプライマリテンプレート

として設定します。以下の [Redundancy Type]の説明
を参照してください。

UCS-A/ # org vhba-templ set
redundancy-type primary.

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A/ # org vhba-templ
commit-buffer

ステップ 5   

セカンダリ vHBAテンプレートを作成します。UCS-A/ # org
vhba-templcreate vhba-templ
vhba-secondary.

ステップ 6   

セカンダリまたはピア冗長タイプを設定します。UCS-A/ # org vhba-templ set
redundancy-type secondary.

ステップ 7   

以下に [Redundancy Type]のリストを示します。

[Primary]：セカンダリvHBAテンプレートと共有可能
な構成を作成します。プライマリ vHBAテンプレー
トで共有される変更は、セカンダリvHBAテンプレー
トに自動的に同期されます。

[Secondary]：すべての共有される構成は、プライマリ
テンプレートから継承されます。

[No Redundancy]：レガシー vHBAテンプレートの動
作です。

次に、共有される構成を示します。

• VSANS

• [Template Type]
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目的コマンドまたはアクション

• [Maximum Data Field Size]

• QoSポリシー

• [Stats Threshold Policy]

次に、共有されない構成を示します。

•ファブリック ID

ファブリック IDは相互に排他的であ
る必要があります。プライマリテンプ

レートをファブリックAに割り当てる
と、プライマリテンプレートとの同期

の一環として、ファブリックBがセカ
ンダリテンプレートに自動的に割り当

てられます。

（注）

• WWPNプール

•説明

• [Pin Group Policy]

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A/ # org vhba-templ
commit-buffer

ステップ 8   

プライマリvHBAテンプレートを冗長ペアテンプレー
トとして設定します。

UCS-A/ # org vhba-templ vhba
primary

ステップ 9   

プライマリ vhbaテンプレートにアクセスします。UCS-A/ # org vhba-templ
scope vhba template vhba
primary.

ステップ 10   

セカンダリ vHBAテンプレートをプライマリ vHBA
テンプレートのピアとして設定します。

UCS-A/ # org vhba-templ set
redundancy
peer-template-name
vhba-secondary.

ステップ 11   

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A/ # org vhba-templ
commit-buffer

ステップ 12   

次に、vHBA冗長性テンプレートペアを設定し、トランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A /org* # create vhba-template vhba-primary
UCS-A /org/vhba-templ* # set type updating-template
UCS-A /org/vhba-templ* # set fabric a
UCS-A /org/vhba-templ* # set redundancy-type primary
UCS-A /org/vhba-templ* # commit-buffer
UCS-A /org/vhba-templ* # create vhba-template vhba-secondary
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UCS-A /org/vhba-templ* # set redundancy-peer vhba-primary
UCS-A /org/vhba-templ* # commit-buffer

次の作業

vHBA冗長性テンプレートペアを作成したら、冗長性テンプレートペアを使用し、同じ組織また
は下部組織内でサービスプロファイルの冗長性 vHBAペアを作成できます。

vHBA テンプレートペアの取り消し
[Primary]または [Secondary]テンプレートにピアテンプレートが設定されないように、[Peer
Redundancy Template]を変更して vHBAテンプレートペアを取り消すことができます。vHBAテ
ンプレートペアを取り消すと、対応する vHBAペアも取り消されます。

手順

目的コマンドまたはアクション

テンプレートペアから元に戻すvHBAテンプ
レートの名前を指定します。

UCS-A /org # scope vhba-templ
template1.

ステップ 1   

テンプレートペアリングの実行に使用される

ピアプライマリまたはセカンダリ冗長テンプ

レート間のペアリングを取り消します。

UCS-A /org/ vhba-templ # set
redundancy-type no redundancy.

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /org/vhba-templ* #
commit-buffer

ステップ 3   

次に、テンプレートペアリングを元に戻す例を示します。

UCS-A /org # scope vhba-templ template1
UCS-A /org/vhba-templ # set redundancy-type no-redundancy
UCS-A /org/vhba-templ* # commit buffer

vHBA テンプレートの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。

ルート組織モードを開始するには、org-name
に /を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

指定したvHBAテンプレートを削除します。UCS-A /org # delete vhba-templ
vhba-templ-name

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3   

次に、VhbaTempFooという名前の vHBAテンプレートを削除し、トランザクションをコミットす
る例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # delete vhba template VhbaTempFoo
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #

ファイバチャネルアダプタポリシーの設定

イーサネットおよびファイバチャネルアダプタポリシー

このようなポリシーは、アダプタのトラフィック処理方法など、ホスト側のアダプタの動作を制

御します。たとえば、このようなポリシーを使用して、次のデフォルト設定を変更できます。

•キュー

•割り込み処理

•パフォーマンス拡張

• RSSハッシュ

• 2つのファブリックインターコネクトがあるクラスタ構成におけるフェールオーバー
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ファイバチャネルアダプタポリシーの場合は、Cisco UCS Managerで表示される値が QLogic
SANsurferなどのアプリケーションで表示される値と一致しない場合があります。たとえば、
次の値は、SANsurferと Cisco UCS Managerで明らかに異なる場合があります。

（注）

•ターゲットごとの最大 LUN：SANsurferの最大 LUNは 256であり、この数値を超える値
は表示されません。Cisco UCS Managerでサポートされている最大 LUN数はこれよりも
大きくなっています。

•リンクダウンタイムアウト：SANsurferでは、リンクダウンのタイムアウトしきい値を
秒単位で設定します。Cisco UCS Managerでは、この値をミリ秒で設定します。したがっ
て、Cisco UCS Managerで 5500ミリ秒と設定された値は、SANsurferでは 5秒として表示
されます。

•最大データフィールドサイズ：SANsurferで許可される値は 512、1024、および 2048で
す。Cisco UCS Managerでは、あらゆるサイズの値を設定できます。したがって、Cisco
UCS Managerで 900と設定された値は、SANsurferでは 512として表示されます。

• LUN Queue Depth：LUNキューデプス設定はWindowsシステムの FCアダプタポリシー
で使用できます。キューデプスとは、HBAが 1回の伝送で送受信できる LUNごとのコ
マンドの数です。Windows Storportドライバは、これに対するデフォルト値として、物理
ミニポートに 20、仮想ミニポートに 250を設定します。この設定により、アダプタのす
べての LUNの初期キューデプスを調整します。この値の有効範囲は 1～ 254です。デ
フォルトの LUNキューデプスは 20です。この機能は、Cisco UCS Managerバージョン
3.1(2)以降でのみ使用できます。

• IO TimeOut Retry：指定されたタイムアウト時間内にターゲットデバイスが I/O要求に応
答しない場合、FCアダプタは、タイマーの期限が切れると、保留中のコマンドを破棄し
て同じ IOを再送信します。この値に対する FCアダプタの有効範囲は 1～ 59秒です。デ
フォルトの IOリトライタイムアウトは 5秒です。この機能は、Cisco UCS Managerバー
ジョン 3.1(2)以降でのみ使用できます。

オペレーティングシステム固有のアダプタポリシー

デフォルトでは、Cisco UCSは、イーサネットアダプタポリシーとファイバチャネルアダプタ
ポリシーのセットを提供します。これらのポリシーには、サポートされている各サーバオペレー

ティングシステムにおける推奨設定が含まれています。オペレーティングシステムはこれらのポ

リシーに影響されます。通常、ストレージベンダーはデフォルト以外のアダプタ設定を要求しま

す。ベンダーが提供しているサポートリストで必須設定の詳細を確認できます。

   Cisco UCS Manager リリース 2.2 CLI コンフィギュレーションガイド
8

ストレージ関連ポリシーの設定

イーサネットおよびファイバチャネルアダプタポリシー



該当するオペレーティングシステムには、これらのポリシーの値を使用することを推奨しま

す。シスコのテクニカルサポートで指示されない限り、デフォルトのポリシーの値は変更し

ないでください。

ただし、（デフォルトのWindowsのアダプタポリシーを使用する代わりに）Windows OSの
イーサネットアダプタポリシーを作成する場合は、次の式を使用してWindowsで動作する値
を計算します。

重要

完了キュー =送信キュー +受信キュー
割り込み回数 = (完了キュー + 2)以上である 2のべき乗の最小値

たとえば、送信キューが 1で受信キューが 8の場合、

完了キュー = 1 + 8 = 9
割り込み回数 = (9 + 2)以上の 2のべき乗の最小値 = 16

ファイバチャネルアダプタポリシーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。

ルート組織モードを開始するには、

org-nameに /を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

指定されたファイバチャネルアダプタポ

リシーを作成し、組織ファイバチャネル

ポリシーモードを開始します。

UCS-A /org # create fc-policy
policy-name

ステップ 2   

（任意）

ポリシーの説明を記します。

UCS-A /org/fc-policy # set descr
description

ステップ 3   

説明にスペース、特殊文字、ま

たは句読点が含まれている場合、

説明を引用符で括る必要があり

ます。引用符は、showコマンド
出力の説明フィールドには表示

されません。

（注）

（任意）

ファイバチャネルエラー回復を設定しま

す。

UCS-A /org/fc-policy # set
error-recovery {fcp-error-recovery
{disabled | enabled} |
link-down-timeout timeout-msec |

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

port-down-io-retry-count retry-count |
port-down-timeout timeout-msec}

（任意）

ドライバ割り込みモードを設定します。

UCS-A /org/fc-policy # set interrupt
mode {intx |msi |msi-x}}

ステップ 5   

（任意）

ファイバチャネルポートを設定します。

UCS-A /org/fc-policy # set port
{io-throttle-count throttle-count |
max-luns max-num}

ステップ 6   

（任意）

ファイバチャネルポートのファブリック

ログイン（FLOGI）を設定します。

UCS-A /org/fc-policy # set port-f-logi
{retries retry-count | timeout
timeout-msec}

ステップ 7   

（任意）

ファイバチャネルのポートツーポートロ

グイン（PLOGI）を設定します。

UCS-A /org/fc-policy # set port-p-logi
{retries retry-count | timeout
timeout-msec}

ステップ 8   

（任意）

ファイバチャネルの受信キューを設定しま

す。

UCS-A /org/fc-policy # set recv-queue
{count count | ring-size size-num}

ステップ 9   

（任意）

ファイバチャネルの SCSI I/Oを設定しま
す。

UCS-A /org/fc-policy # set scsi-io
{count count | ring-size size-num}

ステップ 10   

（任意）

ファイバチャネルの送信キューを設定しま

す。

UCS-A /org/fc-policy # set trans-queue
ring-size size-num}

ステップ 11   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/fc-policy # commit-bufferステップ 12   

次の例は、ファイバチャネルアダプタポリシーを設定し、トランザクションをコミットます。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # create fc-policy FcPolicy42
UCS-A /org/fc-policy* # set descr "This is a Fibre Channel adapter policy example."
UCS-A /org/fc-policy* # set error-recovery error-detect-timeout 2500
UCS-A /org/fc-policy* # set port max-luns 4
UCS-A /org/fc-policy* # set port-f-logi retries 250
UCS-A /org/fc-policy* # set port-p-logi timeout 5000
UCS-A /org/fc-policy* # set recv-queue count 1
UCS-A /org/fc-policy* # set scsi-io ring-size 256
UCS-A /org/fc-policy* # set trans-queue ring-size 256
UCS-A /org/fc-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/fc-policy #
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ファイバチャネルアダプタポリシーの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。ルー

ト組織モードを開始するには、org-nameに /
を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

指定されたファイバチャネルアダプタポリ

シーを削除します。

UCS-A /org # delete fc-policy
policy-name

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3   

次の例は、FcPolicy42という名前のファイバチャネルアダプタポリシーを削除し、トランザク
ションをコミットします。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # delete fc-policy FcPolicy42
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #

デフォルトの vHBA 動作ポリシーの設定

デフォルトの vHBA 動作ポリシー
デフォルトの vHBA動作ポリシーにより、サービスプロファイルに対する vHBAの作成方法を設
定できます。vHBAsを手動で作成するか、自動的に作成されるようにするかを選択できます。

デフォルトの vHBA動作ポリシーを設定して、vHBAの作成方法を定義することができます。次
のいずれかになります。

• [None]：Cisco UCS Managerサービスプロファイルにデフォルトの vHBAを作成しません。
すべての vHBAを明示的に作成する必要があります。

• [HW Inherit]：サービスプロファイルが vHBAを必要とし、何も明示的に定義されていない
場合、Cisco UCS Managerはサービスプロファイルに関連付けられたサーバにインストール
されたアダプタに基づいて必要な vHBAを作成します。

vHBAのデフォルト動作ポリシーを指定しない場合、[none]がデフォルトで使用されます。（注）
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デフォルトの vHBA 動作ポリシーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

ルート組織モードを開始します。UCS-A# scope org /ステップ 1   

デフォルトの vHBA動作ポリシーモードを開始しま
す。

UCS-A/org # scope
vhba-beh-policy

ステップ 2   

デフォルトの vHBA動作ポリシーを指定します。次の
いずれかになります。

UCS-A/org/vhba-beh-policy
# set action {hw-inherit
[template_name name] |
none}

ステップ 3   

• hw-inherit：サービスプロファイルが vHBAを必
要とし、何も明示的に定義されていない場合、

Cisco UCS Managerはサービスプロファイルに関
連付けられたサーバにインストールされたアダプ

タに基づいて必要な vHBAを作成します。

hw-inheritを指定した場合は、vHBAテンプレー
トを指定してvHBAを作成することもできます。

• none：Cisco UCS Managerはサービスプロファイ
ルにデフォルトのvHBAを作成しません。すべて
の vHBAを明示的に作成する必要があります。

トランザクションをシステムの設定にコミットします。UCS-A/org/vhba-beh-policy
# commit-buffer

ステップ 4   

次の例では、デフォルトの vHBA動作ポリシーを hw-inheritに設定する方法を示します。
UCS-A # scope org /
UCS-A/org # scope vhba-beh-policy
UCS-A/org/vhba-beh-policy # set action hw-inherit
UCS-A/org/vhba-beh-policy* # commit-buffer
UCS-A/org/vhba-beh-policy #

SAN 接続ポリシーの設定

LAN および SAN 接続ポリシーについて
接続ポリシーは、ネットワーク上のサーバと LANまたは SAN間の接続およびネットワーク通信
リソースを決定します。これらのポリシーは、プールを使用してサーバにMACアドレス、WWN、
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およびWWPNを割り当て、サーバがネットワークとの通信に使用する vNICおよび vHBAを識別
します。

これらの接続ポリシーは、サービスプロファイルおよびサービスプロファイルテンプレート

に含まれ、複数のサーバを設定するために使用できるので、静的 IDを接続ポリシーで使用す
ることはお勧めしません。

（注）

LAN および SAN の接続ポリシーに必要な権限
接続ポリシーにより、ネットワークまたはストレージ権限のないユーザがネットワークおよびス

トレージ接続をしているサービスプロファイルおよびサービスプロファイルテンプレートを作

成および変更することが可能になります。ただし、ユーザは接続ポリシーを作成するための適切

なネットワークおよびストレージの権限が必要です。

接続ポリシーの作成に必要な権限

接続ポリシーは、他のネットワークおよびストレージ構成と同じ権限を必要とします。たとえば、

接続ポリシーを作成するには、次の権限の少なくとも 1つを有している必要があります。

• admin：LANおよび SAN接続ポリシーを作成できます

• ls-server：LANおよび SAN接続ポリシーを作成できます

• ls-network：LAN接続ポリシーを作成できます

• ls-storage：SAN接続ポリシーを作成できます

接続ポリシーをサービスプロファイルに追加するために必要な権限

接続ポリシーの作成後、ls-compute権限を持つユーザは、そのポリシーをサービスプロファイル
またはサービスプロファイルテンプレートに組み込むことができます。ただし、ls-compute権限
しかないユーザは接続ポリシーを作成できません。

サービスプロファイルと接続ポリシー間の相互作用

次のいずれかの方法により、サービスプロファイルに LANおよび SANの接続を設定できます。

•サービスプロファイルで参照される LANおよび SAN接続ポリシー

•サービスプロファイルで作成されるローカル vNICおよび vHBA

•ローカル vNICおよび SAN接続ポリシー

•ローカル vHBAおよび LAN接続ポリシー

Cisco UCS Manager リリース 2.2 CLI コンフィギュレーションガイド
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Cisco UCSでは、サービスプロファイルのローカル vNICおよび vHBA設定と接続ポリシー間の
相互排他性が維持されます。接続ポリシーとローカルに作成した vNICまたは vHBAを組み合わ
せて使用することはできません。サービスプロファイルに LAN接続ポリシーを含めると、既存
の vNIC設定がすべて消去されます。SAN接続ポリシーを含めた場合は、そのサービスプロファ
イル内の既存の vHBA設定がすべて消去されます。

SAN 接続ポリシーの作成

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組織モー

ドを開始するには、/を org-nameとして入力します。
UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

指定されたSAN接続ポリシーを作成を作成し、組織ネッ
トワーク制御ポリシーモードを開始します。

UCS-A /org # create
san-connectivity-policy
policy-name

ステップ 2   

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できます。-
（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、お
よび .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文
字とスペースは使用できません。また、オブジェクトが

保存された後にこの名前を変更することはできません。

（任意）

ポリシーに説明を追加します。どこでどのようにポリシー

が使用されるかについての情報を含めることを推奨しま

す。

UCS-A
/org/lan-connectivity-policy #
set descr policy-name

ステップ 3   

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字または
スペースを使用できます。`（アクセント記号）、\（バッ
クスラッシュ）、^（キャラット）、"（二重引用符）、
=（等号）、>（大なり）、<（小なり）、または '（一重
引用符）は使用できません。

サーバが UUIDまたはWWNNを取得する方法を指定し
ます。次のいずれかを実行できます。

UCS-A /org/service-profile #
set identity {dynamic-uuid
{uuid | derived} |

ステップ 4   

•一意の UUIDを nnnnnnnn-nnnn-nnnn-nnnnnnnnnnnn
形式で作成する。

dynamic-wwnn {wwnn |
derived} | uuid-pool
pool-name | wwnn-pool
pool-name} •製造時にハードウェアに焼き付けられたUUIDを取

得する。

• UUIDプールを使用する。

•一意のWWNNを hh : hh : hh : hh : hh : hh : hh : hh形
式で作成する
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目的コマンドまたはアクション

•製造時にハードウェアに焼き付けられたWWNNを
取得する。

• WWNNプールを使用する。

トランザクションをシステムの設定にコミットします。UCS-A
/org/lan-connectivity-policy #
commit-buffer

ステップ 5   

次の例では、SanConnect242という名前のSAN接続ポリシーを作成し、トランザクションをコミッ
トする方法を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # create san-connectivity-policy SanConnect242
UCS-A /org/san-connectivity-policy* # set descr "SAN connectivity policy"
UCS-A /org/san-connectivity-policy* # set identity wwnn-pool SanPool7
UCS-A /org/san-connectivity-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/san-connectivity-policy #

次の作業

この SAN接続ポリシーに 1つ以上の vHBAおよび（または）イニシエータグループを追加しま
す。

SAN 接続ポリシー用の vHBA の作成
SAN接続ポリシーの作成, （14ページ）から続行した場合、ステップ 3でこの手順を開始しま
す。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組

織モードを開始するには、/を org-nameとして入
力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

指定した SAN接続ポリシーの SAN接続ポリシー
モードを開始します。

UCS-A /org # scope
san-connectivity-policy
policy-name

ステップ 2   

指定したSAN接続ポリシー用のvHBAを作成し、
vHBAモードを開始します。

UCS-A /org/san-connectivity-policy
# create vhba vhba-name [fabric
{a | b}] [fc-if fc-if-name]

ステップ 3   

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用でき
ます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できま
すが、それ以外の特殊文字とスペースは使用でき
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目的コマンドまたはアクション

ません。また、オブジェクトが保存された後にこ

の名前を変更することはできません。

vHBAに対し使用するアダプタポリシーを指定し
ます。

UCS-A
/org/san-connectivity-policy/vhba #
set adapter-policy policy-name

ステップ 4   

vHBAのWWPNを指定します。UCS-A
/org/san-connectivity-policy/vhba #

ステップ 5   

次のいずれかのオプションを使用してストレージ

IDを設定できます。
set identity {dynamic-wwpn
{wwpn | derived} | wwpn-pool
wwn-pool-name} •一意のWWPNを hh:hh:hh:hh:hh:hh:hh:hh形

式で作成します。

WWPNは、20:00:00:00:00:00:00:00～
20:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFまたは
50:00:00:00:00:00:00:00～
5F:FF:FF:FF:FF:FF:FF:FFの範囲内で指定で
きます。

WWPNに Cisco MDSファイバチャネルス
イッチと互換性を持たせる場合は、WWPN
テンプレート 20:00:00:25:B5:XX:XX:XXを使
用します。

•製造時にハードウェアに焼き付けられた
WWPNからWWPN取得する。

• WWNプールからWWPNを割り当てる。

vHBAがサポートするファイバチャネルフレー
ムペイロードの最大サイズ（バイト数）を指定

します。

UCS-A
/org/san-connectivity-policy/vhba #
set max-field-size size-num

ステップ 6   

256～ 2112の範囲の整数を入力します。デフォ
ルトは 2048です。

vHBAの PCIスキャン順序を指定します。UCS-A
/org/san-connectivity-policy/vhba #

ステップ 7   

set order {order-num |
unspecified}

ファイバチャネルターゲットに対する永続的な

バインディングをディセーブルまたはイネーブル

にします。

UCS-A
/org/san-connectivity-policy/vhba #
set pers-bind {disabled | enabled}

ステップ 8   

vHBAに使用する SANピングループを指定しま
す。

UCS-A
/org/san-connectivity-policy/vhba #
set pin-group group-name

ステップ 9   
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目的コマンドまたはアクション

vHBAに対し使用する QoSポリシーを指定しま
す。

UCS-A
/org/san-connectivity-policy/vhba #
set qos-policy policy-name

ステップ 10   

vHBAに使用する統計情報しきい値ポリシーを指
定します。

UCS-A
/org/san-connectivity-policy/vhba #
set stats-policy policy-name

ステップ 11   

vHBAに使用する vHBAテンプレートを指定しま
す。vHBAに vHBAテンプレートを使用する場合

UCS-A
/org/san-connectivity-policy/vhba #
set template-name policy-name

ステップ 12   

は、手順4、7、および8などのvHBAテンプレー
トに含まれていないすべての設定を完了する必要

があります。

vHBAを 1つまたはすべての仮想ネットワークイ
ンターフェイス接続に割り当てます。

UCS-A
/org/san-connectivity-policy/vhba #
set vcon {1 | 2 | 3 | 4 | any}

ステップ 13   

トランザクションをシステムの設定にコミットし

ます。

UCS-A
/org/san-connectivity-policy/vhba #
commit-buffer

ステップ 14   

次の例では、SanConnect242という名前のSAN接続ポリシー用のvHBAを設定し、トランザクショ
ンをコミットする方法を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # scope san-connectivity-policy SanConnect242
UCS-A /org/san-connectivity-policy* # create vhba vhba3 fabric a
UCS-A /org/san-connectivity-policy/vhba* # set adapter-policy AdaptPol2
UCS-A /org/san-connectivity-policy/vhba* # set identity wwpn-pool SanPool7
UCS-A /org/san-connectivity-policy/vhba* # set max-field-size 2112
UCS-A /org/san-connectivity-policy/vhba* # set order 0
UCS-A /org/san-connectivity-policy/vhba* # set pers-bind enabled
UCS-A /org/san-connectivity-policy/vhba* # set pin-group FcPinGroup12
UCS-A /org/san-connectivity-policy/vhba* # set qos-policy QosPol5
UCS-A /org/san-connectivity-policy/vhba* # set stats-policy StatsPol2
UCS-A /org/san-connectivity-policy/vhba* # set template-name SanConnPol3
UCS-A /org/san-connectivity-policy/vhba* # set vcon any
UCS-A /org/san-connectivity-policy/vhba* # commit-buffer
UCS-A /org/san-connectivity-policy/vhba #

次の作業

必要に応じて、SAN接続ポリシーに別のvHBAまたはイニシエータグループを追加します。そう
でない場合は、サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートにポリシーを

インクルードします。

Cisco UCS Manager リリース 2.2 CLI コンフィギュレーションガイド
17

ストレージ関連ポリシーの設定

SAN 接続ポリシー用の vHBA の作成



SAN 接続ポリシーからの vHBA の削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルー

ト組織モードを開始するには、/をorg-name
として入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

指定した SAN接続ポリシーの SAN接続ポ
リシーモードを開始します。

UCS-A /org # scope
san-connectivity-policy policy-name

ステップ 2   

SAN接続ポリシーから指定された vHBAを
削除します。

UCS-A /org/san-connectivity-policy #
delete vHBA vhba-name

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /org/san-connectivity-policy #
commit-buffer

ステップ 4   

次の例では、vHBA3という名前の vHBAを SanConnect242という名前の SAN接続ポリシーから
削除し、トランザクションをコミットする方法を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope san-connectivity-policy SanConnect242
UCS-A /org/san-connectivity-policy # delete vHBA vHBA3
UCS-A /org/san-connectivity-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/san-connectivity-policy #

SAN 接続ポリシー用のイニシエータグループの作成
SAN接続ポリシーの作成, （14ページ）から続行した場合、ステップ 3でこの手順を開始しま
す。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の

設定モードに入

UCS-A# scope org org-nameス

テッ

プ 1   ります。ルート

組織モードを開

始するには、/を
org-nameとして
入力します。

   Cisco UCS Manager リリース 2.2 CLI コンフィギュレーションガイド
18

ストレージ関連ポリシーの設定

SAN 接続ポリシーからの vHBA の削除



目的コマンドまたはアクション

指定した SAN接
続ポリシーの

UCS-A /org # scope san-connectivity-policy policy-nameス

テッ

プ 2   SAN接続ポリ
シーモードを開

始します。

ファイバチャネ

ルゾーン分割の

UCS-A /org/san-connectivity-policy # create initiator-group group-namefcス

テッ

プ 3   指定イニシエー

タグループを作

成し、イニシ

エータグループ

モードを開始し

ます。

この名前には、1
～ 16文字の英数
字を使用できま

す。-（ハイフ
ン）、_（アン
ダースコア）、:
（コロン）、お

よび .（ピリオ
ド）は使用でき

ますが、それ以

外の特殊文字と

スペースは使用

できません。ま

た、オブジェク

トが保存された

後にこの名前を

変更することは

できません。

イニシエータグ

ループの指定

UCS-A /org/san-connectivity-policy/initiator-group # create initiator vhba-nameス

テッ

プ 4   vHBAイニシエー
タを作成しま

す。

必要に応じて、

この手順を繰り

返しグループに2
番めの vHBAを
追加します。
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目的コマンドまたはアクション

SAN接続ポリ
シーに指定した

UCS-A /org/san-connectivity-policy/initiator-group # set
storage-connection-policy policy-name

ス

テッ

プ 5   ストレージ接続

ポリシーを関連

付けます。
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目的コマンドまたはアクション

この手

順は、

SAN接
続ポリ

シーに

関連付

ける既

存のス

トレー

ジ接続

ポリ

シーを

関連付

けると

仮定し

ていま

す。行

うに

は、ス

テップ

10に進
みま

す。代

わり

に、こ

のポリ

シーの

ローカ

ルスト

レージ

定義を

作成す

る場合

は、ス

テップ

6に進
みま

す。

（注）

指定された

WWPNを持つス
UCS-A /org/san-connectivity-policy/initiator-group/storage-connection-def #
create storage-target wwpn

ス

テッ

プ 6   トレージター

ゲットエンドポ
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目的コマンドまたはアクション

イントを作成

し、ストレージ

ターゲットモー

ドを開始しま

す。

ターゲットエン

ドポイントとの

UCS-A
/org/san-connectivity-policy/initiator-group/storage-connection-def/storage-target
# set target-path {a | b}

ス

テッ

プ 7   通信に使用する

ファブリックイ

ンターコネクト

を指定します。

ターゲットエン

ドポイントとの

UCS-A
/org/san-connectivity-policy/initiator-group/storage-connection-def/storage-target
# set target-vsan vsan

ス

テッ

プ 8   通信に使用する

VSANを指定しま
す。

トランザクショ

ンをシステムの

UCS-A /org/san-connectivity-policy/initiator-group # commit-bufferス

テッ

プ 9   設定にコミット

します。

次の例では、SanConnect242という名前の SAN接続ポリシーに対し 2つのイニシエータを持つ
initGroupZone1という名前のイニシエータグループを設定し、scPolicyZone1という名前のローカ
ルストレージ接続ポリシー定義を設定し、トランザクションをコミットする方法を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # scope san-connectivity-policy SanConnect242
UCS-A /org/san-connectivity-policy # create initiator-group initGroupZone1 fc
UCS-A /org/san-connectivity-policy/initiator-group* # set zoning-type sist
UCS-A /org/san-connectivity-policy/initiator-group* # create initiator vhba1
UCS-A /org/san-connectivity-policy/initiator-group* # create initiator vhba2
UCS-A /org/san-connectivity-policy/initiator-group* # create storage-connection-def
scPolicyZone1
UCS-A /org/san-connectivity-policy/initiator-group/storage-connection-def* # create
storage-target
20:10:20:30:40:50:60:70
UCS-A /org/san-connectivity-policy/initiator-group/storage-connection-def/storage-target*
# set
target-path a
UCS-A /org/san-connectivity-policy/initiator-group/storage-connection-def/storage-target*
# set
target-vsan default
UCS-A /org/san-connectivity-policy/initiator-group* # commit-buffer
UCS-A /org/san-connectivity-policy/initiator-group #
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次の作業

必要に応じて、SAN接続ポリシーに他のイニシエータグループまたはvHBAを追加します。そう
でない場合は、サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートにポリシーを

インクルードします。

SAN 接続ポリシーからのイニシエータグループの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルー

ト組織モードを開始するには、/を org-name
として入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

指定した SAN接続ポリシーの SAN接続ポ
リシーモードを開始します。

UCS-A /org # scope
san-connectivity-policy policy-name

ステップ 2   

SAN接続ポリシーから指定されたイニシエー
タグループを削除します。

UCS-A /org/san-connectivity-policy #
delete initiator-group group-name

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /org/san-connectivity-policy #
commit-buffer

ステップ 4   

次の例では、initGroup3という名前のイニシエータグループを SanConnect242という名前の SAN
接続ポリシーから削除し、トランザクションをコミットする方法を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope san-connectivity-policy SanConnect242
UCS-A /org/san-connectivity-policy # delete initiator-group initGroup3
UCS-A /org/san-connectivity-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/san-connectivity-policy #

SAN 接続ポリシーの削除
サービスプロファイルに含まれるSAN接続ポリシーを削除する場合、すべてのvHBAもそのサー
ビスプロファイルから削除し、そのサービスプロファイルに関連付けられているサーバの SAN
データトラフィックを中断します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルー

ト組織モードを開始するには、/を org-name
として入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

指定されたSAN接続ポリシーを削除します。UCS-A /org # delete
san-connectivity-policy policy-name

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3   

次の例では、SanConnect52という名前のSAN接続ポリシーをルート組織から削除し、トランザク
ションをコミットする方法を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # delete san-connectivity-policy SanConnect52
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #
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